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α , 分離係数 ; Pb, 透過液のブタノールの濃度 ; Pw, 透過
液の水の濃度 ; Fb, 供給液のブタノールの濃度 ; Fw, 供給
液の水の濃度
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wt% から約81 wt% に濃縮できる分離膜を使用する場合、
4.5 MJ/kg- ブタノールとなり、これはブタノールの持つ
発熱量の約14% となる。また、10 wt% のエタノールを
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機酸水溶液の pH とシリカライト -1結晶へ吸着された有
機酸量との関係を表4に示す。
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Candida krusei、あるいは細菌 Zymomonas mobilis を活用す
ることによってコハク酸含有量を低減したエタノール発酵
液を調製することが可能であり、それらの発酵液を対象と





































表4 各種有機酸のシリカライト-1への吸着量 24, 25, 28)
池上
吸着量, mg/g-シリカライト-1
コハク酸 2 (at pH 6.9) ～ 23 (at pH 4.8)
酪酸 3 (at pH 7.1) ～ 10 (at pH 5.0) 
乳酸 5 (at pH 7.0) ～ 16 (at pH 3.9)
酢酸 0.6 (at pH 6.0) ～ 6 (at pH 3.6) 
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できないことから、n- ブタノールと同様の PV 法での精
製を考える場合には、本目的に合致する分離膜の開発が
新たに必要となる。Iso- ブタノールもまた二相分離する
濃度範囲が存在するが、上述したような n- ブタノール
の精製システムの開発についての考え方は極めて有用で
あると考えられる。
　ゼオライトは、アルカリまたはアルカリ土類金属を含
む含水アルミノケイ酸塩であり、その構造固有の細孔を
有しており、その細孔径が分子オーダーである。Si/Al
比の相違による親疎水性制御と固有の細孔径に基づく分
子ふるい作用により高効率な分離が可能であると期待さ
れる。
　国際ゼオライト学会では、約200種類のゼオライト構
造を承認しているが、ゼオライトそのものの利用・応用
分野はまだまだ未開拓であり、製膜されたゼオライトは
14種類程度である32)。分離膜素材としてだけではなく、
イオン交換能、触媒能、吸着能などの特性も利活用しな
がら、多種多様な物質の製造プロセスの省エネルギー、
および低環境負荷の実現にむけてゼオライト膜の開発が
今後も進展を続け、大きく貢献できるものと考えてい
る。
